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力強く演舞

未来へ躍動

優良賞３位
８月3日、宮城県名取市文化会館
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全国高文祭で伊高３位

■
江
刺
家
神
楽

　

江
刺
家
神
楽
は
江
刺
家
を
起

源
と
す
る
山
伏
神
楽
で
す
。
山

伏
神
楽
と
は
、
権
現
様
を
奉
じ

る
山
伏
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た

民
俗
芸
能
で
す
。
山
伏
と
は
、

山
岳
に
入
っ
て
修
行
を
し
た
修

験
者
の
こ
と
で
、
修
験
者
は
霊

力
を
持
つ
人
と
し
て
崇
拝
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

権
現
様
の
働
き
は
、
悪
魔
払

い
で
春
祈き

祷と
う
（
１
年
の
始
め
に

そ
の
年
の
家
内
安
全
を
祈
る
行

事
）、
防
火
、
屋
固
め
な
ど
で
す
。

■
江
刺
家
神
楽
の
起
源

　

奈
良
時
代
（
７
１
０
～

７
９
４
年
）
頃
、
仏
教
勢
力
に

追
わ
れ
た
神
信
者
12
人
が
奥
州

に
落
ち
延
び
、
こ
の
う
ち
一
人

が
当
村
江
刺
家
の
家
に
わ
ら
じ

を
脱
ぎ
、
付
近
の
山
伏
た
ち
に

■
江
刺
家
神
楽
の
歴
史

　

江
刺
家
神
楽
は
江
刺
家
地
区

の
み
に
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
９
代
目
福
泉
院
に
よ
っ

て
、
安
政
年
間
（
１
８
５
４
～

１
８
５
９
年
）
か
ら
九
戸
全
体

に
神
楽
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
瀬
月
内
神
楽
に
つ
い

て
は
、
明
治
初
期
の
頃
、
桂
川

佐
之
太
夫
さ
ん
が
道
地
の
師
匠

に
弟
子
入
り
を
し
て
、
一
人
前

と
な
り
、
地
域
の
人
々
に
教
え

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
40
年
頃
ま
で
は
、

■
江
刺
家
神
楽
の
波
及

県
内
の
山
伏
神
楽
の
３
大
系
統

①
早
池
峰
山
を
中
心
と
し
た
地

域
「
早
地
峰
神
楽
系
」

②
三
陸
沿
岸
地
域
「
黒
森
・
鵜う
の

鳥と
り

神
楽
系
」

③
県
北
地
域
「
中
山
・
江
刺
家

神
楽
系
」

　

江
刺
家
神
楽
（
中
山
神
楽
系

も
含
む
）
は
、
岩
手
県
北
か
ら

青
森
県
南
地
域
（
八
戸
南
部
藩

領
を
中
心
）
に
広
く
波
及
し
て

い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
、
江

刺
家
系
の
神
楽
は
「
江
刺
家
手
」

と
い
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
祈
祷
神
楽
の
巡
業
も

広
域
波
及
に
影
響
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に

八
戸
市
の
法
霊
神
楽
は
、「
江
刺

家
手
」、「
中
山
手
」
の
両
方
の

演
目
を
演
じ
て
い
ま
す
。

江
刺
家
神
楽
が
中
心
と
な
り
、

九
戸
村
全
体
か
ら
神
楽
衆
（
12

～
13
人
程
度
）
を
集
め
て
神
楽

衆
を
組
織
し
、
旧
暦
１
月
２
日

に
新
山
神
社
に
舞
を
奉
納
し
て

か
ら
、
旧
山
形
村
・
野
田
村
・

旧
種
市
町
な
ど
の
沿
岸
部
を
１

カ
月
半
程
度
か
け
て
回
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

江
刺
家
神
楽
を
た
ど
る

　
伊
保
内
高
等
学
校
郷
土
芸
能
委
員
会
は
８
月
２
日
～
４

日
、
宮
城
県
名
取
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
、
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
に
お
い
て
、
優
秀
賞
２
校
に
次
ぐ
、
優

良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
前
年
度
、
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
お

い
て
優
秀
賞
１
席
に
選
ば
れ
、
全
国
の
出
場
権
を
初
め
て

獲
得
。
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
全
国
の
舞
台
で
、
先
輩
か
ら

引
き
継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
舞
を
堂
々
と
演
舞
し
、
全
国

３
位
と
い
う
輝
か
し
い
栄
誉
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
月
は
、

同
委
員
会
が
演
舞
し
た
江
刺
家
神
楽
が
、
全
国
３
位
に
輝

く
ま
で
の
歴
史
や
変
遷
に
つ
い
て
た
ど
っ
て
み
ま
す
。

全
国
３
位
へ
の
軌
跡

江
刺
家
神
楽
を
伝
え
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
刺
家
の
新
山
神
社

の
社
司
で
あ
っ
た
覚
蔵
坊
が
神

楽
を
有
し
て
い
て
、
代
々
の
社

司
（
９
代
ま
で
）
に
伝
承
さ
れ

て
き
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

権現様を演じ悪魔払いをする江刺家神楽保存会
（写真はオドデ館初売りでの春祈祷）
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■
伊
保
内
高
等
学
校

　
郷
土
芸
能
委
員
会

　

平
成
15
年
に
郷
土
芸
能
の
伝

承
を
目
的
と
し
て
、
伊
保
内
高

等
学
校
に
郷
土
芸
能
委
員
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
当
時

か
ら
江
刺
家
神
楽
保
存
会
か
ら

の
全
面
的
な
支
援
の
下
、
週
２

回
の
ペ
ー
ス
で
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
村
内
を
は
じ
め

広
域
に
わ
た
り
各
種
行
事
に
積

極
的
に
出
演
し
、
勇
壮
な
舞
を

披
露
し
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

例
年
参
加
し
て
い
る
岩
手
県

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
郷
土
芸

能
発
表
会
で
は
、
こ
こ
数
年
で

上
位
入
賞
を
果
た
す
演
技
力
を

身
に
付
け
て
き
て
お
り
、
平
成

28
年
度
に
は
初
の
全
国
大
会
出

場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
～
30
日
、
広
島
県

安
芸
高
田
市
で
行
わ
れ
た
神
楽

甲
子
園
に
、
伊
保
内
高
等
学
校

郷
土
芸
能
委
員
会
が
昨
年
度
に

引
き
続
き
出
場
し
ま
し
た
。

　

広
島
駅
に
着
く
と
気
温
は
33

度
。
当
日
は
救
急
車
が
出
動
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
安
芸
高
田
市
の
川
根
地

区
の
人
た
ち
の
手
作
り
料
理
の

も
て
な
し
を
受
け
、
他
県
の
高

校
生
と
神
楽
を
通
し
て
交
流
し
、

成
長
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま

す
。

　

出
場
に
際
し

ま
し
て
、
い
た

だ
き
ま
し
た
温

か
い
支
援
に
感

謝
し
ま
す
。

（
伊
保
内
高
等

学
校
郷
土
芸
能

委
員
会
顧
問　

石
川
千
枝
）

　

生
徒
の
感
想

を
紹
介
し
ま

す
。

▽
会
場
と
な
っ

た
神
楽
ド
ー
ム

に
、
地
域
の
郷

土
芸
能
の
伝
承

活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
高
校
生

が
集
ま
り
、
一
人
一
人
が
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
て
感
動
し
ま

し
た
。（
２
年
・
佐
々
木
空
）

▽
中
盤
の
盆
舞
で
は
客
席
か
ら

の
拍
手
や
歓
声
が
上
が
り
、
自

然
と
笑
顔
が
出
て
楽
し
く
舞
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
演
舞
が

終
わ
り
整
列
し
て
い
る
と
き
に
、

客
席
の
男
性
が
笑
顔
で
グ
ッ
ト

ポ
ー
ズ
を
す
る
姿
が
見
え
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。（
２
年
・
本

堂
歩
）

▽
私
は
演
舞
後
に
楽
屋
で
熱
中

症
に
な
り
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
演
舞
中
は
リ
ズ
ム
が
多
少

乱
れ
て
も
、
他
の
み
ん
な
が
合

わ
せ
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

神
楽
甲
子
園
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
の
進
路
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
３
年・

古
舘
志
穂
）

▽
当
日
は
と
て
も
暑
い
中
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
と
声

援
も
あ
り
、
失
敗
は
あ
っ
た
も

の
の
楽
し
く
舞
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
開
会
式
で
登
壇
し
学

校
紹
介
を
し
た
こ
と
や
、
演
舞

後
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
れ

て
対
応
し
た
こ
と
な
ど
、
私
自

身
成
長
で
き
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。（
３
年
・
秋
元
星
良
）

神楽甲子園に出場した伊保内高等学校郷土芸能委員会（広島県安芸高田市）

猛暑の中
笑顔で演舞

神楽甲子園に出場

デビッド・マシューズジャズライブにも
出演した伊保内高等学校郷土芸能委員会

～江刺家神楽をたどる～

■
江
刺
家
神
楽
保
存
会

　

中
学
時
代
に
学
校
で
神
楽
の

体
験
を
し
た
青
年
た
ち
と
、
江

刺
家
青
年
会
の
会
員
た
ち
に

よ
っ
て
、
昭
和
58
年
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
新
山
神
社
総
代
長

の
強
い
要
望
も
あ
り
、
有
志
８

人
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

現
在
で
は
、
伊
保
内
高
等
学

校
郷
土
芸
能
委
員
会
で
活
動
し

て
き
た
20
代
の
若
い
会
員
を
迎

え
る
と
と
も
に
、
ま
た
地
元
江

刺
家
小
学
校
を
は
じ
め
九
戸
中

学
校
、
伊
保
内
高
等
学
校
へ
の

伝
承
活
動
を
行
い
、
後
継
者
の

育
成
を
図
り
な
が
ら
、
県
指
定

に
向
け
て
演
目
の
復
活
に
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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努
力
が
実
を
結
ぶ

　
　
夢
の
全
国
舞
台

　

伊
保
内
高
等
学
校
郷
土
芸
能

委
員
会
は
８
月
２
日
～
４
日
、

宮
城
県
名
取
市
で
行
わ
れ
た
、

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に

初
出
場
し
ま
し
た
。
郷
土
芸
能

部
門
に
は
全
国
か
ら
57
校
が
出

場
。
同
委
員
会
は
優
良
賞
を
受

賞
し
、
優
秀
賞
２
校
に
次
ぐ
、

全
国
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
昨
年
10
月
15
日

に
行
わ
れ
た
県
高
校
総
合
文
化

祭
に
お
い
て
、
優
秀
賞
１
席
に

選
出
。
平
成
15
年
に
同
委
員
会

が
結
成
さ
れ
て
以
来
、
長
年
の

夢
だ
っ
た
全
国
の
出
場
権
を
獲

得
。
初
の
大
舞
台
で
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
打
ち
勝
ち
、
練
習
の

成
果
を
堂
々
と
演
舞
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
卒
業
生
を
含
む
23

人
が
県
代
表
を
獲
得
し
て
く
れ

た
お
蔭
で
、
立
つ
こ
と
が
で
き

た
念
願
の
全
国
ス
テ
ー
ジ
。
生

徒
22
人
が
、
所
属
し
て
い
る
部

活
動
と
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、

継
続
し
て
心
と
技
を
磨
い
て
き

ま
し
た
。
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
実

を
結
び
、
栄
光
の
光
を
浴
び
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
た
め

に
、
生
徒
た
ち
は
幾
多
の
苦
労

と
挫
折
を
経
験
。
し
か
し
、
厳

し
い
稽
古
に
も
音
を
上
げ
る
こ

と
な
く
、
不
断
の
努
力
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
今
ま
で
指
導

を
受
け
て
き
た
感
謝
を
胸
に
、

力
強
く
演
舞
。
こ
の
躍
動
す
る

舞
が
全
国
で
も
評
価
が
高
く
、

３
位
相
当
の
優
良
賞
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

伊保内高等学校郷土芸能委員会の生徒たちと、初の全国ステージに応援に駆け付けた皆さん

　

桂
川
恭
輔
君
（
２
年
）

は
「
み
ん
な
が
心
を
一
つ

に
演
舞
で
き
、
拍
手
を
も

ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。

全
国
の
人
た
ち
に
江
刺
家

神
楽
を
見
て
も
ら
え
た
の

が
最
高
の
喜
び
。
今
年
は

県
で
最
高
賞
を
取
り
、
来

年
も
全
国
の
ス
テ
ー
ジ
に

戻
っ
て
き
た
い
」
と
意
欲

を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

　

去
年
ま
で
委
員
会
で
活

躍
し
、
名
取
市
ま
で
応
援

に
駆
け
付
け
た
、
本
堂
晴

夏
さ
ん
（
18
）
と
古
舘
純

奈
さ
ん
（
同
）
は
、「
自
分

た
ち
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
で
き
て
い
て
、

成
長
を
感
じ
た
。
笑
顔
で

演
じ
て
い
て
素
晴
ら
し

か
っ
た
」
と
、
後
輩
た
ち

を
た
た
え
て
い
ま
し
た
。

　

田
澤
陽ひ

明め

子こ

さ
ん
（
２

年
）
の
晴
れ
舞
台
を
見
に

来
た
、
母
・
美
佐
子
さ
ん

（
49
＝
山
根
）
は
「
娘
が
笑

顔
で
踊
り
き
っ
て
い
て
心

の
底
か
ら
感
動
し
た
。
娘

と
一
緒
に
達
成
感
を
共
感

で
き
て
親
と
し
て
最
高
」

と
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

感謝を胸に、熱い思いを表現する伊保内高等学校郷土芸能委員会

6
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～江刺家神楽をたどる～

先
輩
の
思
い
を
胸
に

　

最
初
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ

た
と
き
に
は
緊
張
し
て
い
た
け

ど
、
踊
り
始
め
た
ら
徐
々
に
緊

張
が
解
け
て
き
た
。
本
番
で
は

失
敗
す
る
こ
と
な
く
、
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
踊
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
と
思
う
。

　

郷
土
芸
能
委
員
会
に
は
２
年

生
か
ら
所
属
し
て
い
る
が
、
先

輩
た
ち
の
思
い
を
引
き
継
い
で

演
舞
で
き
た
と
思
う
。
今
ま
で

練
習
を
多
く
積
み
重
ね
て
き
た

の
で
、
自
信
を
持
っ
て
踊
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

先
輩
た
ち
の
努
力
の
お
蔭
で

立
つ
こ
と
が
で
き
た
、
全
国
の

晴
れ
舞
台
。
先
輩
の
思
い
を
胸

に
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん

へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
舞

う
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

　

22
人
全
員
が
精
い
っ
ぱ
い
演

舞
す
る
こ
と
で
、
思
い
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
達

成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

伊
保
内
高
等
学
校

郷
土
芸
能
委
員
会
委
員
長

秋
元
星
良
さ
ん（
３
年
）

　

郷
土
芸
能
委
員
会
発
足
か
ら

15
年
、
江
刺
家
神
楽
保
存
会
の

皆
さ
ま
の
長
年
に
わ
た
る
熱
心

な
指
導
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
会
は
正
規
の
部
と
掛
け
持

ち
で
活
動
す
る
有
志
の
集
ま
り

で
す
が
、
今
や
伊
保
内
高
校
を

代
表
す
る
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
22
人
は
、
運
動
部
の

主
将
や
生
徒
会
役
員
も
多
く
本

校
を
代
表
す
る
生
徒
た
ち
で
す
。

　

昨
年
の
神
楽
甲
子
園
へ
の
出

場
や
県
高
総
文
祭
優
秀
賞
１
席
、

今
年
の
全
国
高
総
文
祭
優
良
賞

の
受
賞
は
、
こ
の
生
徒
た
ち
の

取
り
組
み
が
県
や
全
国
の
レ
ベ

ル
で
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
校
が
小
規
模
校
に
も
か
か

わ
ら
ず
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
ひ
と
え
に
皆
さ

ま
か
ら
の
多
大
な
支
援
と
温
か

い
声
援
の
お
陰
で
あ
る
と
、
あ

ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

支
援
と
声
援
に
感
謝

伊
保
内
高
等
学
校

校
長菅

原
尚
志
さ
ん

　

小
井
田
重
雄
さ
ん
（
61
＝
田

代
）
と
中
山
勇
一
さ
ん
（
65
＝

江
刺
家
上
）、
石
川
正
さ
ん
（
64

＝
道
地
）
は
、
平
成
15
年
に
伊

保
内
高
等
学
校
郷
土
芸
能
委
員

会
が
設
立
さ
れ
た
当
初
か
ら
、

生
徒
の
演
技
指
導
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　

平
成
６
年
か
ら
は
江
刺
家
小

学
校
の
運
動
会
で
、
江
刺
家
神

楽
を
披
露
す
る
場
を
設
け
ま
し

た
。
平
成
24
年
か
ら
は
九
戸
中

学
校
で
も
、
３
年
生
が
文
化
祭

で
江
刺
家
神
楽
を
披
露
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
中
高
校
生
が
息
づ
い
て
き

た
文
化
や
芸
術
に
興
味
を
持
ち
、

江
刺
家
神
楽
を
演
舞
し
て
い
る

の
は
非
常
に
う
れ
し
い
で
す
。

　

伊
保
内
高
等
学
校
郷
土
芸
能

委
員
会
が
初
の
全
国
大
会
で
３

位
を
受
賞
し
、
大
変
驚
い
て
い

ま
す
。
生
徒
た
ち
が
頑
張
っ
て

き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
非
常
に
感
激

し
て
い
ま
す
。

　

伊
保
内
高
等
学
校
の
生
徒
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
旺
盛
で
、

無
限
の
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

　

江
刺
家
神
楽
の
特
徴
は
力
強

さ
の
中
に
あ
る
繊
細
な
動
き
で

す
。
無
形
文
化
財
と
し
て
村
指

定
を
受
け
て
い
る
江
刺
家
神
楽

を
、
今
後
は
県
指
定
、
さ
ら
に

は
国
指
定
に
な
る
よ
う
継
承
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小井田重雄さん
伊保内高等学校郷土芸能委員会の指導に
尽力。江刺家神楽保存会会長も務める。

田代在住、61歳。

生
徒
の
努
力
に
感
激
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■
望
ま
し
い
教
育
環
境

あ
り
方
検
討
委
員
会

　

望
ま
し
い
教
育
環
境
あ
り
方

検
討
委
員
会
は
、
村
の
子
ど
も

た
ち
の
望
ま
し
い
教
育
環
境
整

備
に
向
け
て
、
各
検
討
委
員
の

意
見
を
基
に
協
議
、
集
約
し
答

申
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

村
内
の
小
学
校
は
１
４
０
周

年
を
数
え
る
歴
史
と
伝
統
を
兼

ね
備
え
、
人
々
の
智
恵
と
汗
と

涙
に
よ
っ
て
絆
を
深
め
て
き
た
、

地
域
住
民
の
生
活
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
学
校
を
再
編
し
歴
史
を

閉
じ
る
こ
と
や
、
予
想
さ
れ
る

厳
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と

を
認
識
し
な
が
ら
も
、
常
に
、

子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
教
育

環
境
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
す
。

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

16
年
度
に
策
定
さ
れ
た
村
行
政

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、

平
成
19
年
度
に
小
学
校
再
編
に

向
け
て
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
地
域
ご
と
の
懇
談
会

を
開
催
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

課
題
解
決
に
向
け 　
小
中
一
貫
教
育
の
導
入

■
村
の
子
ど
も
た
ち
の

現
状

①
村
の
児
童
生
徒
数
の
推
移

　

村
の
児
童
数
の
推
移
は
、
昭

和
35
年
度
１
８
５
４
人
を
ピ
ー

ク
と
し
、
平
成
元
年
６
２
４
人
、

平
成
20
年
３
１
１
人
、
平
成
29

年
４
月
３
日
現
在
で
２
５
６

人
、
平
成
34
年
度
予
想
児
童
数

は
、
２
２
０
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
35
年
度
の
ピ
ー
ク
時

と
比
較
し
、
本
年
度
は
13
・８
％

（
１
５
９
８
人
減
）
と
驚
く
べ
き

数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
34
年
度
の
児
童

数
は
本
年
度
と
比
較
す
る
と
、

緩
や
か
な
減
少
で
は
あ
り
ま
す

が
、
36
人
の
減
、
現
在
の
村
内

の
小
規
模
校
１
校
が
無
く
な
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
村

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
を
考
慮

し
た
場
合
で
も
、
児
童
数
の
急

激
な
増
加
は
見
込
ま
れ
ず
、
現

状
維
持
で
推
移
す
る
も
の
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

　

そ
の
結
果
、
当
面
、
地
域
の

学
校
を
無
く
し
た
く
な
い
思
い

を
大
切
に
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
後
の
行
政
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
新
九
戸
村
総
合

発
展
計
画
に
は
、
学
校
統
合
が

検
討
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
の
協
議
が
、
村

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
整
備
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
願
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

望
ま
し
い
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

田
代
委
員
長（
左
）か
ら
答
申
が
提
出

　
８
月
30
日
、
漆
原
一
三
教
育
長
に
「
将
来
を
担
う
九
戸
村
の
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
教
育
環

境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
答
申
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
平
成
28
年
10
月
に
、
村
教
育
委
員
会
が
望
ま
し
い
教
育
環
境
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
田

代
高
章
委
員
長（
岩
手
大
学
教
育
学
部
教
授
）へ
諮
問
し
た
結
果
が
答
申
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
、

提
出
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
検
討
委
員
会
の
協
議
内
容
は
、
４
月
と
８
月
に

全
世
帯
に
配
布
し
た
、
検
討
委
員
会
だ
よ
り
を
参
照
く
だ
さ
い
）

小
学
校
を
１
校
に
再
編
へ
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～望ましい教育の答申が提出～

九戸村の目指す子ども像・人間像

▽
生
き
る
力
を
身
に
付
け
た
、

村
の
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の
望

ま
し
い
教
育
環
境
づ
く
り
で
あ

る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
す
。

ふるさと「くのへ」を思い、　　
　　　夢に向かって羽ばたく人

ふるさと「くのへ」を思い、夢に向かって羽ばたく人について
〇九戸村に誇りを持ち、ふるさとを大切に思う気持ち
〇九戸村の歴史や文化、自然環境や産業などについて学ぶことを通じて、人の営みを感じ、
　自分も地域のために何ができるかを考えようとすること
〇未来に夢を広げ、その実現に向けて九戸村で学んだことを基に歩んでいくこと

〇自ら考え、共に学び、高め合う子
〇人を大切にし、想像力が豊かな子
〇自ら健康で、たくましい心を育む子

■
学
校
規
模
の
適
正
化

　
適
正
規
模
・
適
正
配
置
を
検

討
す
る
際
、
最
も
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
教
育

的
な
視
点
で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
検
討
委
員
会
で

は
文
科
省
の
手
引
き
を
参
照
し
、

「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
た
村

の
子
ど
も
た
ち
の
将
来
像
に
向

け
た
協
議
の
柱
を
次
の
よ
う
に

し
ま
し
た
。

▽
学
校
規
模
の
適
正
化
の
検
討

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
む

困
難
な
課
題
で
す
が
、
あ
く
ま

で
も
児
童
生
徒
の
教
育
条
件
の

改
善
を
中
心
に
と
ら
え
ま
す
。

▽
児
童
生
徒
は
、
集
団
の
中
で
、

多
様
な
考
え
に
触
れ
、
認
め
合

い
、
協
力
し
合
い
、
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨

す
る
こ
と
を
通
じ
て
思
考
力
や

表
現
力
、
判
断
力
、
問
題
解
決

能
力
な
ど
を
育
み
、
社
会
性
や

規
範
意
識
を
身
に
付
け
さ
せ
る

こ
と
を
大
切
に
し
ま
す
。

▽
一
定
規
模
の
児
童
生
徒
集
団

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
や
、
経
験

〈九戸村の児童数の推移〉
2,000

1,500

1,000

500

0

（人）

昭和35年

1,854

平成34年

220

平成29年

256

平成20年

311

平成元年

624

②
学
校
規
模
の
現
状

　

児
童
数
減
は
学
校
規
模
、

学
級
編
制
に
も
大
き
く
影
響

し
て
お
り
、
全
て
の
小
学
校

が
小
規
模
校
で
す
。
そ
の
う

ち
４
校
が
複
式
学
級
を
抱
え
、

単
式
学
級
に
は
、
人
数
が
１

桁
の
学
級
も
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
﹁
公
立
小
・
中
学
校
の
国
庫

負
担
事
業
認
定
申
請
の
手
引

き
﹂
の
学
級
数
に
よ
る
学
校

規
模
の
条
件
に
よ
る
と
、
伊

保
内
小
学
校
は
小
規
模
校
（
６

学
級
）、
長
興
寺
・
戸
田
・
江
刺

家
小
学
校
は
、過
小
規
模
校
（
１

～
５
学
級
）、
山
根
小
学
校
は
極

小
規
模
校
（
３
学
級
）
に
分
類

さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
の
文
科
省
の

﹁
公
立
小
学
校
・
中
学
校
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
な
ど
に
関
す

る
手
引
き
﹂
に
よ
る
と
、
村
内

全
て
の
小
学
校
は
、
学
校
再
編
・

統
合
に
向
け
て
早
期
に
検
討
す

る
規
模
と
な
り
ま
す
。

年
数
、
専
門
性
、
男
女
比
な
ど

に
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
教
職
員
集
団
が
望
ま
し
い
こ

と
か
ら
、
一
定
規
模
を
確
保
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
す
。

▽
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
教
育
内
容
や
指
導
方
法
の

改
善
の
方
向
性
も
十
分
勘
案
し

つ
つ
、
現
在
の
学
級
数
や
児
童

生
徒
数
の
下
で
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
教
育
上
の
課
題
が
あ

る
か
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
観

点
か
ら
分
析
を
行
い
、
保
護
者

や
地
域
住
民
と
共
通
理
解
を
図

り
な
が
ら
、
学
校
統
合
の
適
否

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
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■
適
正
配
置
の
基
準

⃝

通
学
距
離

　
お
お
む
ね
４
㎞
以
内

⃝

通
学
時
間

　
１
時
間
以
内

⃝

通
学
方
法

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用

　
村
内
１
校
に
再
編
し
た
場
合
、

現
在
の
子
ど
も
た
ち
の
通
学
距

離
は
、
国
基
準
の
４
㎞
を
超
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
20

年
度
に
統
合
し
た
旧
宇
堂
口
小

学
校
区
や
、
九
戸
中
学
校
の
子

ど
も
た
ち
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
に
よ
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
学
習
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、

通
学
時
の
安
全
確
保
に
十
分
配

慮
す
る
こ
と
と
し
、
次
の
よ
う

な
適
正
配
置
の
基
準
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
１
校
の
再
編
は
、

中
学
校
と
の
連
携
を
よ
り
深
め

る
機
会
と
と
ら
え
、
現
在
の
課

題
や
今
後
求
め
ら
れ
る
学
校
教

育
の
課
題
を
踏
ま
え
、
５
つ
の

教
育
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
望
ま

し
い
教
育
環
境
と
考
え
ま
す
。

■
小
中
一
貫
教
育
と
本
村
の
教

育
課
題

①
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

②
特
別
支
援
教
育
の
充
実

③
学
力
保
障
・
質
の
高
い
授
業

④
教
職
員
間
の
相
互
連
携

⑤
英
語
教
育
の
充
実

　

小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み

と
適
正
配
置
は
大
き
な
関
連
が

あ
り
ま
す
。
検
討
委
員
会
で
は
、

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
教
育
を

導
入
す
る
こ
と
が
、
教
師
に
よ

る
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
実

態
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
指
導

や
、
義
務
教
育
期
間
全
体
を
見

通
し
た
一
貫
性
の
あ
る
教
育
が

実
現
で
き
る
望
ま
し
い
教
育
環

境
と
考
え
、
５
つ
の
教
育
課
題

と
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
に
よ

る
教
育
効
果
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。

①
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

　

９
年
間
、
長
期
的
・
継
続
的

な
視
点
を
持
ち
、
児
童
生
徒
と

の
理
解
を
深
め
て
指
導
に
当
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
動
会
や

文
化
祭
な
ど
、
小
中
の
合
同
行

事
を
開
催
し
、
多
様
な
人
間
関

係
づ
く
り
を
通
し
、
社
会
性
を

③
学
力
保
障
・
質
の
高
い
授
業	

　

小
中
９
年
間
の
指
導
事
項
の

関
連
性
や
、
児
童
生
徒
の
学
習

状
況
を
考
慮
し
た
小
中
教
職
員

の
授
業
公
開
や
小
中
合
同
研
修

会
を
開
催
し
、
指
導
力
や
授
業

力
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
小
学
校
の
き
め
細

か
な
指
導
や
、
中
学
校
の
専
門

性
を
生
か
し
た
乗
り
入
れ
授
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
学
校
の
児
童
は
、
中
学
校

教
員
の
専
門
性
の
あ
る
指
導
に

よ
っ
て
学
び
を
深
め
、
中
学
校

生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

中
学
校
の
生
徒
は
、
生
徒
の

実
態
を
理
解
し
て
い
る
教
員
が
、

Ｔ
Ｔ
指
導
（
複
数
の
教
員
が
協

力
し
て
授
業
を
行
う
指
導
）
に

入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
し

て
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

○
小
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置

⃝
村
内
１
校
に
再
編

　
10
～
12
学
級
規
模
の
学
校

⃝
１
学
級
当
た
り
の
人
数

　
最
低
18
～
20
人
程
度
の
学
級

　

国
の
適
正
規
模
の
基
準
で
あ

る
12
～
18
学
級
に
近
づ
け
る
こ

と
が
、
本
村
の
子
ど
も
に
と
っ

て
学
校
生
活
が
適
切
に
行
わ
れ
、

小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
な
が
ら
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
解

消
で
き
る
と
の
方
向
で
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
村
内

小
学
校
近
隣
校
と
の
再
編
が

37
％
、
村
内
１
校
に
再
編
が

36
％
と
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
結

果
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
近
隣

校
と
の
再
編
を
望
む
意
見
の
中

で
も
、
段
階
ご
と
に
村
内
１
校

と
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
大
切
に

し
な
が
ら
も
、
現
状
や
今
後
の

児
童
数
の
推
移
か
ら
、
村
内
小

学
校
近
隣
校
と
の
再
編
よ
り
も
、

村
内
１
校
に
再
編
し
、
普
通
学

級
が
10
～
12
学
級
と
な
る
学
校

規
模
が
、
子
ど
も
た
ち
の
望
ま

し
い
教
育
環
境
と
考
え
ま
す
。

養
う
こ
と
や
日
頃
か
ら
中
学
校

生
活
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
か

ら
、
中
学
校
進
学
時
の
不
安
や

心
理
的
段
差
を
解
消
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
②
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
学
級
在
籍
者
同
士

の
交
流
、
普
通
学
級
と
の
交
流

学
習
、
ま
た
小
中
の
子
ど
も
た

ち
の
交
流
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
び
の
質
を
高
め
、

社
会
性
や
共
生
の
心
を
育
む
こ

と
や
、
全
教
職
員
に
よ
る
情
報

共
有
と
、
個
に
応
じ
た
指
導
支

援
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
中
の
特
別
支
援
担
任
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
特
別
支
援

員
の
組
織
に
よ
っ
て
、
９
年
間

を
見
通
し
た
指
導
に
当
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

村内５校の小学生児童が
出場した村陸上記録会
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～望ましい教育の答申が提出～

■
学
校
配
置
の
方
向
性

①
学
校
配
置
検
討
の
基
本
的
な

考
え
方

　

小
学
校
１
校
へ
の
再
編
は
、

地
域
と
共
に
１
４
０
年
を
超
え

る
長
い
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
学

校
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
、
学

校
が
無
く
な
る
地
域
に
と
っ
て

は
大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
各
学
校
と

歴
史
を
共
に
歩
ん
で
き
た
学
校

場
所
を
十
分
尊
重
し
な
が
ら
も
、

子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
教
育

環
境
づ
く
り
を
大
前
提
に
協
議

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

②
学
校
配
置
の
方
向
性
を
検
討

す
る
際
、
留
意
し
た
こ
と

▽
配
置
基
準
を
大
切
に
す
る
こ

と
　

再
編
後
は
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
際
、

乗
降
な
ど
が
安
全
に
行
わ
れ
る

こ
と
や
教
育
活
動
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

▽
小
中
連
携
教
育
の
推
進
を
図

る
こ
と

　

施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教

育
の
導
入
が
円
滑
に
行
わ
れ
、

教
育
活
動
が
充
実
す
る
よ
う
留

意
す
る
こ
と
。

　
村
教
育
委
員
会
で
は
こ
の

答
申
を
最
大
限
に
尊
重
し
、

村
教
育
委
員
協
議
会
を
開
催

し
、
再
編
後
の
学
校
配
置
場

所
な
ど
に
つ
い
て
、
子
ど

も
た
ち
の
望
ま
し
い
教
育
環

境
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討

し
、
基
本
計
画
案
を
作
成
し

ま
す
。
作
成
し
た
計
画
案
は

来
年
１
月
に
住
民
説
明
会
を

▽
既
存
施
設
の
活
用
を
含
め
て

学
校
場
所
を
検
討
す
る
こ
と

　

現
小
学
校
、
九
戸
中
学
校
の

配
置
場
所
を
考
慮
し
な
が
ら
検

討
す
る
学
校
配
置
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
教
育

環
境
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討

す
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

▽
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
教

育
環
境
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い

施
設
設
備
と
す
る
こ
と

　

小
学
校
再
編
１
校
は
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環

境
に
ふ
さ
わ
し
い
校
舎
を
新
設

し
、
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫

教
育
が
充
実
す
る
設
備
を
整
備

す
る
よ
う
十
分
留
意
す
る
こ
と
。

開
催
し
、
保
護
者
や
地
域
住

民
の
意
見
を
伺
い
、
修
正
を

加
え
な
が
ら
来
年
８
月
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
提
出
さ
れ
た
答
申

全
文
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
諸
課
題
に
つ
い
て

①
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

　

再
編
後
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の

子
ど
も
た
ち
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

通
学
時
の
安
全
確
保
を
第
一
と

し
な
が
ら
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

乗
降
場
所
、
運
行
時
間
、
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
の
利
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
、
学
童

ク
ラ
ブ
や
放
課
後
子
ど
も
教
室

な
ど
、
放
課
後
の
健
全
育
成
活

動
が
充
実
す
る
よ
う
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
教
育
活
動
の
充
実

　

村
内
５
校
で
は
地
域
の
教
育

力
を
生
か
し
、
継
続
し
て
取
り

組
む
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
人
の

知
恵
や
生
き
る
技
、
地
域
の
伝

統
芸
能
や
農
業
体
験
活
動
を
通

し
、
食
文
化
に
触
れ
る
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
村
の
貴
重
な
文
化
遺
産
が

子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
が
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
末
永

く
継
承
さ
れ
る
よ
う
、
十
分
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
再
編
後
の
施
設
利
用

　

再
編
後
の
校
舎
な
ど
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
新
九
戸
村
総
合

発
展
計
画
に
生
か
す
こ
と
と
、

地
域
住
民
の
意
見
を
十
分
反
映

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
教
育
総
務
班（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
３
０
２
）

④
教
職
員
間
の
相
互
連
携

　
小
中
一
貫
教
育
推
進
は
、
小
・

中
学
校
の
文
化
の
違
い
に
よ
る
、

教
職
員
の
意
識
が
鍵
に
な
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
小
中
連
携
し
て

９
年
間
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び

の
た
め
に
、
小
・
中
学
校
一
体

の
学
校
運
営
組
織
や
９
年
間
の

学
び
の
区
切
り
を
工
夫
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
小
中
教
職
員
が

一
層
連
携
し
た
教
育
活
動
を
展

開
し
、
小
中
の
滑
ら
か
な
接
続

を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑤
英
語
教
育
の
充
実

　

次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、

小
学
校
５・６
年
生
に
外
国
語
科

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
外
国
語
科

は
現
在
、
外
国
語
活
動
と
し
て

授
業
し
て
い
る
内
容
か
ら
、
話

す
、
聞
く
、
読
む
、
書
く
内
容

と
な
り
、
中
学
校
の
外
国
語
科

と
指
導
事
項
の
関
連
性
が
重
要

と
な
っ
て
お
り
、
乗
り
入
れ
授

業
な
ど
に
よ
っ
て
、
小
中
の
英

語
学
習
の
滑
ら
か
な
接
続
が
期

待
さ
れ
ま
す
。　

村
内
５
校
の
小
学
生
児
童
が

一
緒
に
な
り
音
楽
を
学
習
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村
敬
老
会
が
９
月
16
日
、

村
内
３
会
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
75
歳
以
上
の
対
象
者
が

１
４
１
１
人
い
る
中
で
、
多
く

の
人
が
会
場
に
集
ま
り
、
壮
健

な
る
長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
五
枚
橋
久
夫
村
長
は

「
生
ま
れ
育
っ
た
村
に
誇
り
と
愛

情
を
持
ち
、
皆
さ
ま
が
守
り
抜

い
て
き
た
良
き
物
を
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い

で
い
き
た
い
。
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ

う
一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
長
寿
と
活

躍
を
祈
願
し
ま
す
」
と
祝
福
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

五
枚
橋
村
長
か
ら
祝
福
さ
れ
る

一
人
一
人
に
、
記
念
品
と
敬
老

年
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
参
加
者
は
料
理
を

楽
し
み
な
が
ら
お
互
い
の
長
寿

を
祝
福
。
こ
れ
ま
で
の
活
躍
を

た
た
え
合
う
と
と
も
に
、
健
や

壮
健
な
る
長
寿
祝
う

村
敬
老
会
　
75
歳
以
上
１
４
１
１
人

長寿、米寿、喜寿を迎えた人たち一人一人へ、　　五枚橋久夫村長から記念品と敬老年金が手渡されました（戸田地区会場）　　　　　　　

　　お祝いの品を贈呈し、健やかに過ごせるよう　　祈りました（伊保内地区会場）　 婦人会が歌や踊りで長寿を祝福しました（伊保内地区会場）
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か
な
る
長
寿
を
喜
び
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
園
児
も
駆
け
付
け
、

花
束
を
手
渡
し
、
さ
ら
な
る
長

寿
を
祈
願
し
ま
し
た
。
ま
た
、

婦
人
会
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
園

児
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
祝
宴
に
花
を
添
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

高
倉
ト
キ
さ
ん
（
84
＝
泥
の

木
）
は
「
毎
年
、
こ
の
日
が
楽

し
み
。
め
ん
こ
い
園
児
を
見
れ

て
う
れ
し
い
。
大
切
な
仲
間
と

交
流
が
で
き
て
幸
せ
」
と
笑
顔

を
広
げ
て
い
ま
し
た
。　

長寿、米寿、喜寿を迎えた人たち一人一人へ、　　五枚橋久夫村長から記念品と敬老年金が手渡されました（戸田地区会場）　　　　　　　記念品を贈り、長生きを祝福しました（江刺家地区会場）

　　お祝いの品を贈呈し、健やかに過ごせるよう　　祈りました（伊保内地区会場）　

戸田保育園の園児が遊戯を披露し、末永い健康を祈願（戸田地区会場）

歌で祝宴に花を添えてくれた、村介護予防教室の参加者（戸田地区会場）
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むらのわだい

幅広い年齢層が参加し、親睦を深めながら競技したビーチボール

和やかに親交を深めながら
試合に熱中したソフトボール

交流を育みながら競技を
楽しんだグラウンド・ゴルフ

スポレクに 227 人
スポーツで育む交流の輪
　村民スポーツ・レクリエーション大会は９月３日、５種目
に227人が参加し各会場で行われました。柔らかな陽光が降
り注ぐ中、参加者は勝利を目指すとともに、仲間との親睦を
深めました。今回は５種目が同日開催され、競技を楽しみな
がら、交流の輪を育みました。ハイキングには48人が参加し、
二戸市にある稲庭岳で景色を楽しみながら山歩きに汗を流し
ました。各種目の優勝者は次の通りです。（敬称略）
■パークゴルフ▷男子①坂本安勝②安藤孝作③月花三男▷女子①
三澤由紀子②上村愛子③大川マサ子
■グラウンド・ゴルフ▷男子①尾友仁三郎②小野寺德三郎③小川
登▷女子①千葉トセ②澤頭マサ③中野カツ
■ビーチボール①南部美人②災害レスキュー2017③Ｓタック５
■ソフトボール①戸田②伊保内２区③伊保内１区

村畜産まつりに 41頭
自慢のベゴ   優劣競う
　村畜産まつりは９月２日、新岩手農業協同組合九戸支所駐
車場で行われました。共進会には畜産農家が手塩に掛けて育
てた牛41頭が持ち寄られ、乳用牛と黒毛和種が月齢別13部
門に分かれて優劣を競いました。あいにくの雨模様にもかか
わらず、この日を待ち望んでいた家族連れなどが多く集まり、
共進会を楽しんでいました。
　会場では餅つき実演も行われ、つきたての餅は来場者に無
料提供されていました。特別価格で販売された牛肉には、販
売前から長蛇の列ができていました。さらに九戸村産の豚肉
や県内産の牛肉が無料で振る舞われ、人気を集めていました。
優秀な成績を収めた出品者を紹介します。（敬称略）

ベゴの骨格構成や品位などを競いました

特別価格で販売された牛肉には長い列ができていました

≪家畜共進会褒賞牛≫
表彰区分 乳　用　牛 黒毛和種
村長杯 田澤　太朋 千葉　一孝

最優秀賞 未経産の部 欠端　浩美 未経産の部 千葉　光男
経産の部 田澤　太朋 経産の部 千葉　一孝

優秀賞

第１部 欠端　信雄 第１区 大崎　幸夫
第２部 欠端　浩美 第２区 千葉　光男
第３部 欠端　浩美 第３区 千葉　一孝
第４部 田澤　太朋 第４区 大崎　善孝
第５部 欠端　信雄 第５区 千葉　一孝
第６部 田澤　太朋 第６区 千葉　一孝
第７部 田澤　太朋
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　　　　　　子どもから年配の人まで

会話を弾ませながら
汗を流したパークゴルフ

故白梅勝太郎さんの旭日単光章受章を喜ぶ長男・勝行さん（中）

旭日単光章の栄誉
故白梅勝太郎さ

んに叙勲
　故白梅勝太郎さん（田代）が旭日単
光章を受章し、９月14日に村役場村
長室で伝達式が行われました。長男・
勝行さん（55＝田代）に、五枚橋久夫
村長から賞状と勲章が手渡されました。
　勝太郎さんは昭和50年から延べ４
期16年にわたり、村議会議員として
在職。この間、総務常任委員会委員長
などを務め、村勢発展のために所得向
上や道路交通網の整備促進に尽力。ま
た、常に村民の立場に立ち、村民生活
の向上に資する提言を行い、地方自治
の伸展に多大な貢献をしてきました。
　勝行さんは「功績が認められたこと
は非常にうれしい。父の意思を引き継
ぎ、村のために貢献していきたい」と
喜んでいました。

威勢のいい太鼓や歌声に合わせ、輪になって踊る来場者

オドデ塾夏祭り盆踊り大会
活気あふれ大盛況
　オドデ塾夏祭り盆踊り大会は８月14日、道の駅おりつめオ
ドデ館前で行われ、帰省客などが多く集まりした。昼食の前
後に開催されたイワナつかみ捕り大会にはそれぞれ約40人が
参加し、子どもから大人まで歓声を上げながら、生きが良い
イワナを追いかけていました。盆踊り大会では用意していた
うちわ500個がすぐに無くなるほどの盛況ぶり。来場者は出
店で売られている美味な軽食を味わいながら、掛け声を掛け
て輪踊りを満喫していました。細川健治さん（76＝細屋）は「う
わさを聞きつけ今年初めて来てみた。神楽も民謡もにぎわっ
ていて楽しい」と顔をほころばせていました。

小学生がフラダンスを観賞
踊りから学ぶ文化や精神
　９月11日、県青少年劇場はＨＯＺホールで開かれ、村内小
学生122人が「ＡＬＯＨＡ！フラ」をテーマにした、フラダ
ンスの観賞を楽しみました。華やかな衣装を身にまとった出演
者は、打楽器・イプヘケやウクレレなどを使用し、歌を歌いな
がら陽気にダンスを披露。また、鳥の羽根で作られたウリウリ
やひょうたんをくり抜いたイプの楽器演奏を児童15人が体験。
児童たちは肉声に合わせてうれしそうに踊っていました。ス
テージでは、ハワイに根差した文化や精神、恵まれた環境を体
や楽器を使って華やかに演じ、感情豊かに表現していました。

打楽器・イプヘケ（写真手前中央）の演奏に合わせ
フラダンスをみんなで踊りました
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９
月
21
日
、
村
総
合
運
動
場

で
九
戸
政
實
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
交
流
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
柔
ら
か
な
陽
光
が
降
り

注
ぐ
中
、
政
實
公
ゆ
か
り
の
12

市
町
村
か
ら
２
４
１
人
が
参
加
。

５
〜
６
人
ご
と
24
組
に
分
か
れ

て
、
合
計
打
数
を
競
い
ま
し
た
。

八
幡
平
市
や
滝
沢
市
な
ど
か
ら

も
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
は
、

会
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
和

気
あ
い
あ
い
と
和
や
か
に
競
技

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

会
話
弾
ま
せ
和
や
か
に
プ
レ
ー

　

九
戸
政
實
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

親
善
交
流
大
会
が
９
月
７
日
、

村
総
合
運
動
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
最
高
気
温
は
22
度
と
過
ご

し
や
す
い
中
、
政
實
公
ゆ
か
り

の
11
市
町
村
か
ら
27
チ
ー
ム
が

出
場
。
村
内
か
ら
も
４
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
90
歳
以
上
の
人
も

元
気
は
つ
ら
つ
と
、
交
流
し
な

が
ら
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
競
技
の
結
果
、
長
興
寺
は

４
戦
全
勝
で
し
た
が
、
得
失
点

差
で
４
位
と
な
り
ま
し
た
。

元
気
は
つ
ら
つ
競
技
楽
し
む

協
力
し
な
が
ら
プ
レ
ー
を

楽
し
ん
だ
長
興
寺
チ
ー
ム

交
流
を
育
み
な
が
ら

競
技
を
楽
し
み
ま
し
た

　

風
張
己
之
松
さ
ん
（
山
根
）

は
９
月
７
日
、
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
、
家
族
た
ち
と
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。
五
枚
橋
久

夫
村
長
が
自
宅
を
訪
問
し
、
花

束
と
長
寿
祝
い
金
を
手
渡
し
祝

福
。
風
張
さ
ん
の
元
気
の
秘
け

つ
は
歩
く
事
だ
そ
う
で
す
。
今

年
か
ら
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通

い
始
め
、
お
風
呂
に
入
り
に
行

く
の
が
毎
週
楽
し
み
と
の
こ
と
。

こ
れ
か
ら
も
健
や
か
に
過
ご
す

こ
と
を
祈
願
し
ま
す
。

風
張
己
之
松
さ
ん
笑
顔
で
100
歳
祝
う

１
０
０
歳
を
祝
福
さ
れ
る

風
張
己
之
松
さ
ん
（
前
列
中
）

１歳のお誕生日おめでとう☆

橋本　逞
た け る

生くん

10月５日生まれ／次男／伊保内上
（父）義幸さん（母）宏美さん

「いつも笑顔で元気でいてね！」
パパとママより

野田　栞
かん

愛
な

ちゃん

10月６日生まれ／長女／戸田下
（父）舞斗さん（母）真梨子さん

「とってもめんこいカンナちゃん♡
たくさんの人から愛される子になっ
てね !!」パパ・ママより

　

わ
た
し
の
主
張
二
戸

地
区
大
会
が
９
月
６

日
、
二
戸
市
金
田
一
中

学
校
で
開
か
れ
、
下
川

原
一か
ず

将ま

君
（
九
戸
中
３

年
）
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

　

九
戸
神
楽
保
存
会
に

所
属
し
て
い
る
下
川
原

君
は
、「
海
外
派
遣
を

経
験
し
、
建
築
物
や
遺

産
を
見
て
、
畏
敬
の
念

下川原一将君が最優秀賞や
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
大
切

さ
を
肌
で
感
じ
た
」と
主
張
。「
神

楽
を
演
じ
て
、
文
化
や
熱
い
思

い
を
継
承
し
て
い
き
た
い
」
と

発
表
。
下
川
原
君
の
主
張
が
見

事
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
９

月
14
日
に
滝
沢
市
で
行
わ
れ
た
、

県
大
会
に
二
戸
地
区
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

力
強
い
発
表
を
し
、
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
下
川
原
一
将
君
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夕
顔
の
余
り
に
大
き
く
畑
に
寝
る

冬
部　

雪
女

鰯
い
わ
し

雲
古
代
を
語
る
遺
跡
群

句
を
愛め

で
る
余
生
賜
わ
り
灯
火
親
し

濃
り
ん
ど
う
活
け
て
も
て
な
す
杣そ

ま

が
宿

標
し
る
べ

立
つ
赤
べ
こ
街
道
こ
ぼ
れ
萩

主
婦
の
座
を
ゆ
ず
り
て
久
し
秋
の
風

花
野
道
小
学
唱
歌
く
ち
ず
さ
む

高
島
ふ
み
女

幸
せ
は
身
近
に
あ
る
も
の
鰯
雲

捨
て
き
れ
ず
灯
火
親
し
や
恋
文
を

り
ん
ど
う
の
咲
き
継
ぎ
ゆ
け
り
段
々
に

秋
茄
子
の
紺
深
ま
り
て
旨
味
増
す

暮
れ
な
ず
む
季
の
移
ろ
い
や
処
暑
過
ぎ
し

蜻と
ん

蛉ぼ
う

や
の
の
字
に
な
り
て
つ
な
が
れ
り舘

村　

青
村

菅
野　

岑
子

夕
風
の
静
か
に
渡
る
鉄
線
花

槻つ
き

大
樹
花
こ
ま
や
か
に
降
ら
し
め
る

蓮は
す

咲
く
や
手
の
ひ
ら
ほ
ど
の
池
に
か
な

大
作
の
墓
石
小
さ
く
蟻あ

り

の
這は

う

牡
丹
の
う
ち
重
な
り
て
崩
れ
け
り

田
村　

畦
畔

燈
火
親
し
早
め
の
夕ゆ

う

餉げ

酌
み
交
し

母
墓
前
一
際
冴さ

え
て
濃
り
ん
ど
う

般は
ん

若に
ゃ

心
経
目
覚
め
て
暗あ

ん

誦
し
ょ
う

夜よ

半わ

の
秋

コ
ス
モ
ス
に
我
が
家
囲
ま
れ
花
園
に

新
調
の
眼
鏡
を
か
け
て
敬
老
日

鰯
雲
海
へ
十
里
の
片
田
舎

濃
竜り

ん

胆ど
う

旅
の
途
中
の
直
売
所

気
違
い
の
ミ
サ
イ
ル
飛
ん
で
秋
の
空

露
の
宿
故
国
離
れ
ず
老
い
に
け
り

産う
ぶ

土す
な

の
川
の
幾
瀬
や
水
澄
め
り

連
れ
立
ち
て
翁

お
き
な
お
う
な

媼
の
展
墓
か
な

【
八
月
席
題
詠
よ
り
】

萩
刈
と
一
家
総
出
も
懐
し
く　
　
　
　

（
畦　

畔
）

草
取
り
も
出
来
ず
呆ぼ

う

然ぜ
ん

畑
を
見
る

こ
の
速
さ
小
さ
き
西す

い

か瓜
も
丸
丸
と

秋
風
や
蔵
書
に
う
も
れ
庵い

お

に
住
む　
　

（
雪　

女
）

お
か
っ
ぱ
の
髪
さ
ら
さ
ら
と
萩
の
風

散
歩
道
小
さ
な
秋
が
目
に
耳
に

晴
れ
晴
れ
と
白
萩
映
ゆ
る
山
居
か
な　

（
青　

村
）

葉
月
句
座
一
期
一
会
の
至
福
か
な

水
澄
み
て
清さ

や
か
に
流
る
小
川
か
な

む
ら
の
文
芸

第
３
５
３
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

元気スマイル �

下し

も

村む

ら 

藤ふ

じ

男お

さ
ん

昭
和
14
年
３
月
10
日
生
・
78
歳
（
荒
谷
）

　

20
歳
に
結
婚
し
子
供
３
人
に
恵
ま

れ
、葉
タ
バ
コ
を
生
産
し
て
き
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
組
踊
り
な
ど
を
踊
る
こ

と
が
好
き
で
、津
軽
三
味
線
も
弾
く
よ
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
食
事
後
に
歯

磨
き
は
欠
か
さ
ず
、
20
本
以
上
の
自
分

の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
て
い
る
よ
。

◆
楽
し
み
は
？　

孫
や
ひ
孫
が
集
ま

り
、せ
が
ま
れ
た
と
き
は
う
れ
し
い
ね
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
村
消
防
団
第

11
分
団
で
初
め
て
積
載
車
を
購
入
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
車
の
免
許
を
取

得
で
き
た
こ
と
だ
ね
。

関せ

き

口ぐ

ち 

祐ゆ

う

輝き

さ
ん

32
歳
・
川
向

　

オ
ー
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
サ
ン
ラ
イ
ズ
で

整
備
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
妻
・

由
真
さ
ん
、
長
女
・
鈴り
ん

菜な

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

を
含
め
、
家
族
６
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
車
が
好
き
で
、
整
備
を
手

掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
族
で
ド
ラ

イ
ブ
に
出
掛
け
る
こ
と
も
多
い
で
す
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
鈴
菜
の
成
長
を

見
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◆
幸
せ
に
感
じ
る
と
き
は
？　
鈴
菜
に
「
パ

パ
」
と
せ
が
ま
れ
た
と
き
が
幸
せ
で
す
ね
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
鈴
菜
が
元
気
に
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
の
願
い
で
す
ね
。

友達の輪 �

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。



18

夢の実現
A Dream Come True

問合せ：村教育委員会　☎ 42-2111（内線 302）

郷土芸能委員会補助郷土芸能委員会補助郷土芸能委員会補助郷土芸能委員会補助郷土芸能委員会補助郷土芸能委員会補助郷土芸能委員会補助郷土芸能委員会補助郷土芸能委員会補助

創立 15 年目を迎え、本年度は２
年連続で神楽甲子園に出場、さらに、
全国高文祭に初出場し、優良賞に輝
いた伊保内高校郷土芸能委員会を応
援しています。 （支援額 70万円）

進路指導・学力向上対策進路指導・学力向上対策進路指導・学力向上対策進路指導・学力向上対策進路指導・学力向上対策進路指導・学力向上対策進路指導・学力向上対策進路指導・学力向上対策進路指導・学力向上対策

特別講習、大学・企業見学会、模擬
試験指導、就職活動支援、大学入試
に向けた基礎力・応用学力養成のた
めの教材費の助成を実施しています。

（支援額320万円）

部活動補助部活動補助部活動補助部活動補助部活動補助部活動補助部活動補助部活動補助部活動補助

生徒の教育活動や部活動に伴う、
バス借上げ代などの補助や野球場・
体育施設の無料開放を実施し、部活
動の振興を図り、活力ある学校づく
りを支援しています。

（支援額 28万円）

　村では、地域に根差した活動や福祉施設でのボランティア活動、インターハイや郷土芸
能委員会の活躍など、九戸村を元気いっぱいにしてくれる伊保内高等学校の生徒の皆さん
を応援します。その支援内容について紹介します。

村では 

伊保内高校を応援します‼

通学・給食支援通学・給食支援通学・給食支援通学・給食支援通学・給食支援通学・給食支援通学・給食支援通学・給食支援通学・給食支援

通学バスの定期券・回数券購入の
５割以内を補助しています。
また、完全給食を実施しています。
（平成 29 年度から給食費の半額を
村で補助） 

（補助額 158 万円）

青少年海外派遣青少年海外派遣青少年海外派遣青少年海外派遣青少年海外派遣青少年海外派遣青少年海外派遣青少年海外派遣青少年海外派遣

海外での交流、学習、経験によって
国際理解を促し、将来、世界的視野
に立って行動できる人材育成のため、
青少年海外派遣事業を実施し、補助
対象経費の７割を補助しています。
　　   （１人当たり　補助額22万円）

新入生合宿研修補助新入生合宿研修補助新入生合宿研修補助新入生合宿研修補助新入生合宿研修補助新入生合宿研修補助新入生合宿研修補助新入生合宿研修補助新入生合宿研修補助

高校生の自覚・学習方法・集団生
活の心得を学び、生徒と教師の人間
的交流を深めるため、新入生の合宿
研修を実施しています。

（支援額 18万円）塾への通学支援塾への通学支援塾への通学支援塾への通学支援塾への通学支援塾への通学支援塾への通学支援塾への通学支援塾への通学支援

国公立大学合格を目指し、入試情
報に優れる盛岡市内の予備校で実施
する各種受験対策講座を受講する場
合の通学費を支援します。

（支援額 24万円）

就職支援相談員設置支援就職支援相談員設置支援就職支援相談員設置支援就職支援相談員設置支援就職支援相談員設置支援就職支援相談員設置支援就職支援相談員設置支援就職支援相談員設置支援就職支援相談員設置支援

生徒の就職に関する個別相談、就
職説明会、就職対策講座、職業指導
などを行う就職支援相談員設置のた
めの支援を行っています。

（支援額 112 万円）
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のお薦め図書

　第15回Ｒ18文学優秀賞。
　世界が変わるほどの恋。そ
して全てが反転する秘密。抜
けてしまった歯が思い起こさ
せるのは、一生に一度の恋。
　どんな場所でも必死に泳い
でいこうとする５匹の魚たち
を鮮やかな仕掛けで描いた連
作集。

夜空に泳ぐチョコレートグラミー
町田　そのこ　著／新潮社

ニャンだか生きるのがラクになる
「菜根譚」の教え　守屋  洋  著／ＰＨＰ研究所

月の満ち欠け
佐藤　正午　著／岩波書店

　幸せか、そうでないか
はあなたの心次第。
　厳しい時代を生き抜く
知恵が詰まった、不朽の
名著「菜根譚（たん）」の
言葉と、気ままでかわい
い猫の写真があなたの味
方になる本。

　第157回直木賞受賞作。自
分が命を落とすようなことが
あったら、もう一度生まれ変
わる。
　月のように。一度欠けた月
がもう一度満ちるように…。
　そしてあなたの前に現れ
る。戸惑いと戦りつの果てに
知る、運命の愛。

　名前も姿も似た２
匹の大冒険。イモリ
が生まれた池で人間
の子どもにつかまっ
てしまう。イモリを
助けたのは家にいた
ヤモリ。そこから２
匹の冒険が始まる。

イモリくんヤモリくん
松岡　たつひで　作／岩崎書店

　

二
戸
地
区
中
学
校

新
人
大
会
は
９
月
９

日
と
10
日
、
軽
米

ハ
ー
ト
フ
ル
球
場
な

ど
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
九
戸
中
学
校
か

ら
出
場
し
た
選
手
た

ち
は
、
み
ん
な
が
精

一
杯
頑
張
り
、
次
の

よ
う
に
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　

見
事
、
県
大
会
へ
の
出
場
権

を
獲
得
し
た
チ
ー
ム
と
選
手
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
団
体

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
・
優
勝

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
・
優

勝 新人戦地区大会

　

県
高
等
学
校
相
撲
新
人
大
会

が
９
月
10
日
、
八
幡
平
市
松
尾

相
撲
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

伊
保
内
高
等
学
校
か
ら
は
皆
川

大
輔
君
（
２
年
）
と
三
津
谷
竜

太
君
（
同
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

教
諭　

小
田
島　

哲
男　

皆
川
大
輔
君
が
全
国
大
会
へ

柔
道
男
子
・
準
優
勝

卓
球
男
子
・
準
優
勝

■
個
人

柔
道
男
子
90 

㎏
超
級

　
山
本
司
・
優
勝

柔
道
男
子
81 

㎏
級

　
澤
口
悠
聖
・
準
優
勝

柔
道
女
子
63 

㎏
級

　
月
花
美
羽
・
優
勝

卓
球
男
子

　
川
原
歩
士
・
準
優
勝

　
関
向
佑
太
・
４
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

　

坂
野
上
彩あ

夢ゆ

・
田
澤
愛え

里り

菜な

　
ペ
ア
・
３
位

　

以
上
、
好
成
績
を
収
め
た
選

手
た
ち
は
、
10
月
14
日
・
15
日

も
し
く
は
、
11
月
18
日
・
19
日

　
団
体
戦
は
本
校
と
平
舘
高
校
、

盛
岡
農
業
高
校
の
３
校
の
リ
ー

グ
戦
で
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

本
校
か
ら
出
場
し
た
２
人
は
健

闘
す
る
も
残
念
な
が
ら
１
勝
も

で
き
ず
、
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

個
人
戦
の
体
重
別
で
は
、
80 

㎏
級
で
皆
川
君
が
見
事
優
勝
。

東
北
大
会
（
10
月
21
日
、
八
幡

平
市
松
尾
相
撲
場
）
と
全
国
選

抜
大
会
（
平
成
30
年
３
月
17
日

〜
18
日
、
高
知
県
春
野
町
）
へ

に
行
わ
れ
る
、
県
中
学
校
新
人

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
緊
張
し
て
始
め
の

団
体
戦
か
ら
動
き
が
悪
く
心
配

し
ま
し
た
が
、
皆
川
君
は
自
分

の
相
撲
を
取
る
こ
と
が
で
き
、

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
今
後
も

上
位
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
川
君（
右
）と
三
津
谷
君
が
団
体
３
位



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

20

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

■
５
人
に
１
人
が
認
知
症

　

認
知
症
は
脳
の
病
気
で
す
。
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
や
脳
血
管
性
認
知
症
な
ど
、

脳
が
萎
縮
し
た
り
、
小
さ
な
脳の
う

梗こ
う

塞そ
く

の

発
生
が
原
因
で
、
脳
の
働
き
が
う
ま
く

い
か
な
く
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
65
歳

以
上
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
記
憶
障
害
や
理
解
・
判
断
力
障
害

　

主
な
症
状
と
し
て
は
、
覚
え
ら
れ
な

い
・
す
ぐ
忘
れ
る
な
ど
の
「
記
憶
障
害
」、

時
間
や
場
所
が
分
か
ら
な
い
「
見
当
識

障
害
」、
考
え
る
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
っ

た
り
新
し
い
機
械
の
仕
組
み
が
理
解
で

き
な
い
「
理
解
・
判
断
力
障
害
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

■
安
心
環
境
や
言
葉
掛
け
が
大
切

　

他
に
は
、
本
人
の
性
格
や
周
囲
の
環

境
・
人
間
関
係
な
ど
が
影
響
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
周
囲
が
気
付
く
よ
り
先
に
、

本
人
は
自
分
が
自
分
で
な
い
よ
う
な
感

覚
、
何
か
お
か
し
い
、
と
気
が
付
い
て

い
ま
す
。

　

不
安
に
な
っ
た
り
、
自
分
は
忘
れ
て

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
（
保
健
師　
河
村　
侑
乃 

）

な
ん
か
い
な
い
、
と
い
う
感
情
が
、
物

盗
ら
れ
妄
想
・
う
つ
状
態
・
徘は
い

徊か
い

な
ど

の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
安
心
で
き
る
環
境
や
言
葉
掛
け
で

改
善
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

起
き
た
出
来
事
は
忘
れ
て
も
、
そ
の

と
き
に
抱
い
た
喜
び
や
怒
り
な
ど
の
感

情
は
残
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
穏
や
か
に
、

柔
ら
か
い
表
情
で
接
す
る
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

■
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う

　

認
知
症
は
誰
も
が
か
か
り
う
る
脳
の

病
気
で
す
。
早
め
の
気
付
き
と
病
院
受

診
で
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
薬
が
有
効
に

な
り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
た

ら
、
物
忘
れ
外
来
な
ど
を
で
き
る
だ
け

早
期
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
な
じ
み
の
場

所
や
人
と
の
つ
な
が
り
が
続
く
こ
と
で
、

そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
介
護
で
疲
弊
し
や
す
い
家
族
の
健

康
を
守
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
お
互
い

に
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
う
九
戸

村
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
医

療
費
が
増
え
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
健

康
管
理
に
努
め
、
医
療
機
関
を
上
手
に

利
用
し
医
療
費
節
約
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
が
第
一

　

医
療
費
の
節
約
に
は
健
康
で
あ
る
こ

と
が
何
よ
り
で
す
。
食
生
活
と
運
動
と

休
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
生
活
を
送

る
こ
と
を
心
掛
け
、
不
摂
生
な
生
活
を

し
て
い
る
と
き
は
見
直
し
、
健
康
な
体

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
早
期
発
見
と
早
期
治
療

　

健
康
管
理
に
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
重

要
で
す
。
村
や
職
場
が
実
施
す
る
定
期

的
な
各
種
検
診
は
必
ず
受
診
し
、
病
気

の
早
期
発
見
と
そ
の
治
療
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。

■
医
療
機
関
へ
の
か
か
り
方

　

同
じ
病
気
で
お
医
者
さ
ん
を
変
え
て

受
診
す
る
こ
と
（
重
複
受
診
）
や
、
必

要
以
上
に
薬
を
欲
し
が
る
こ
と
を
控
え

る
こ
と
で
、
医
療
費
を
節
約
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
重
複
受
診
は
、
初
診

料
や
検
査
料
、
薬
代
な
ど
の
医
療
費
が

か
か
り
ま
す
。
治
療
の
不
安
か
ら
重
複

受
診
し
ま
い
が
ち
な
人
は
、
納
得
す
る

ま
で
担
当
医
師
に
質
問
し
、
治
療
の
不

健
康
生
活
で
医
療
費
の
節
約
を

安
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
先
発

医
薬
品
の
特
許
期
間
が
過
ぎ
て
か
ら
製

造
販
売
さ
れ
る
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で

す
。
開
発
費
用
が
不
要
な
た
め
、
薬
の

主
成
分
や
効
能
は
同
じ
で
低
価
格
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
担
当
医
師
・
薬
剤
師

に
相
談
し
、
利
用
可
能
な
と
き
に
は
利

用
す
る
こ
と
で
医
療
費
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
ケ
ガ

　

交
通
事
故
な
ど
（
第
三
者
行
為
）
の

ケ
ガ
は
、
通
常
、
加
害
者
が
治
療
費
を

支
払
い
ま
す
が
国
保
を
使
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
医
療
費
を

国
保
が
立
て
替
え
た
後
に
加
害
者
に
請

求
す
る
た
め
、
国
保
担
当
に
届
け
出
を

す
る
こ
と
が
法
令
で
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
届
け
出
に
は
印
鑑
と
保
険
証
と
人

身
事
故
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
加
害
者
と
示
談
す
る
と
き
に

は
十
分
考
え
て
か
ら
決
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
万
が
一
に
備
え
、
自
分
や

家
族
を
守
る
た
め
に
運
転
手
は
任
意
保

険
に
も
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
国
保
担
当　
小
野
寺　
さ
ゆ
り 

）



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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た
き
火
に
よ
る
火
災
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

⃝

周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
が
な
い

　

か
を
確
認
し
、
安
全
な
場
所
で

　
行
い
ま
し
ょ
う
。

⃝

乾
燥
注
意
報
が
出
て
い
る
と
き

　
や
、風
の
強
い
日
は
や
め
ま
し
ょ

　
う
。

⃝

必
ず
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
か

村内の火災・救急（８月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 －１件
救 急 33 件 192 件 － 22 件

た
き
火
に
よ
る
火
災
に
注
意
を

10
月
11
日
か
ら
10
日
間
は
全
国
地
域
安
全
運
動

れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行

う
時
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
か
保
険

料
の
領
収
証
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

な
お
、
10
月
か
ら
12
月
末
日
ま
で
の
間

に
、
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
め
た
人

に
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
控
除
証
明

書
が
届
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
税
法
上
も
老
後
も

万
一
の
時
に
も
心
強
い
制
度
で
す
。
保

険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
、
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
対
象
は
、
平
成
29
年
中
に
納
め

た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
ま
た
、
家
族

の
分
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
も
、

合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
9
月
30
日
ま
で
に
保
険
料

を
納
付
し
た
人
に
は
、
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
控
除
証
明
書
が
送
ら

村内の交通事故（８月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 3 件 ＋ 3 件
物損事故 9 件 35 件 － 2 件
負 傷 者 0 人 3 人 ＋ 3 人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ± 0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 1057日
（8月31日現在）

納
め
た
年
金
保
険
料
は
全
額
が
控
除
対
象

■
10
月
11
日
は
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
日

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
機
運
を
高
め
、
住
民
の
意
識
と
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
毎
年
10
月
11
日

を
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の

10
日
間
、
全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
地
域
の
安
全

安
心
に
つ
い
て
考
え
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

■
声
掛
け
や
つ
き
ま
と
い
事
案
が
発
生

　

全
国
的
に
、
子
ど
も
や
女
性
が
被
害

者
と
な
る
誘
拐
や
強
制
わ
い
せ
つ
事
件

が
発
生
し
て
お
り
、
県
内
で
も
、
声
掛

け
や
つ
き
ま
と
い
な
ど
、
そ
の
前
兆
と

見
ら
れ
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
人
物
を
見
掛
け
た
場
合
や
被

害
に
遭
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
警
察
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
後
を
絶
た
な
い
、
振
り
込
め
詐
欺

　

振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る
特
殊

詐
欺
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

電
話
で
お
金
の
話
が
出
た
ら
詐
欺
を

疑
い
、
支
払
う
前
に
家
族
や
警
察
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

■
侵
入
被
害
の
８
割
は
無
施
錠

　

県
内
で
は
住
宅
に
侵
入
さ
れ
盗
難
被

害
に
遭
っ
た
件
数
の
う
ち
、
鍵
を
掛
け

て
い
な
か
っ
た
割
合
が
本
年
６
月
末
時

点
で
約
８
割
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
手
県
警
察
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

関
係
機
関
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
各
種
被
害
防
止
対
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
活
動
に
皆
さ
ま
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ら
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　
う
。

⃝

火
の
粉
に
注
意
し
、
や
け

　

ど
や
着
て
い
る
服
に
火
が

　

燃
え
移
ら
な
い
よ
う
に
気

　
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

⃝

再
び
燃
え
な
い
よ
う
に
、

　

完
全
に
火
が
消
え
た
こ
と

　

を
確
認
し
て
か
ら
、
そ
の

　
場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 10月２日㊊ 10月３日㊋ 10月16日㊊
空 き 缶 10月17日㊋ 10月23日㊊ 10月24日㊋
粗 大 ご み 10月10日㊋
紙・プラ類 10月12日㊍ 10月18日㊌ 10月26日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
10 ８ おりそ内科循環器クリニック 22-2251 10 ８ 菅原歯科クリニック 23-1180
９ 松井内科医院 33-2201 ９ 宮沢歯科医院 46-2953
15 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 15 ほんだ歯科クリニック 23-9591
22 川村医院 23-3252 22 小野寺歯科医院 33-3050
29 いちのへ内科クリニック 33-2701 29 岩渕歯科医院 32-2238

11 ３ カシオペア医院 23-3331 11 ３ 曽根歯科医院 27-3108

10 月

お詫びと訂正
　広報くのへ９月号13㌻の県畜産
共進会の記事で、欠端浩美さんの出
品牛に誤りがありました。正しくは
ローズ・ララモーニング・セ・ブ・ン・デー
号です。お詫びして訂正します。

  消費税の
軽減税率説明会

　二戸税務署と村では事業者を対
象とした、消費税の軽減税率に関
する説明会を開催します。
■日時　10月16日（月）
　午前10時～午前11時30分
　午後１時30分～午後３時
　（午前、午後とも内容は同じです）
■場所　村山村開発センター
　　　　２階大集会室
■問い合わせ　二戸税務署（☎23-
2701）

ありがとうございます

ふるさと納税
　佐藤正隆さん（岩手銀行伊
保内支店長）から８月、ふる
さと納税として３万円の寄付
をいただきました。
　寄付金は、住みよい村づく
りのために大切に活用させて
いただきます。ありがとうご
ざいました。

  労働者と使用者の
トラブルは相談を

　労働者と使用者との間のさまざ
まな問題について、県労働委員会
委員が相談に応じます。
■日時　10月15日（日）
　　　　午後１時～午後４時
■場所　二戸地区合同庁舎
※他日時、他会場あり
■申し込み・問い合わせ　県労働
委員会事務局（☎0120-610-797）

  弾道ミサイル
発射時の行動

　弾道ミサイルは、発射からわず
か10分もしないうちに到達する可
能性があります。ミサイルが落下
する可能性がある場合、村の防災
行政無線からサイレンとメッセー
ジが流れるほか、緊急速報メール
などによって情報が配信されます。
　メッセージが流れたら落ち着い
て、直ちに行動してください。
■屋外にいる場合
できる限り頑丈な建物や地下に避
難する
■建物がない場合
物陰に身を隠すか、地面に伏せて
頭部を守る
■屋内にいる場合
窓から離れるか、窓のない部屋に
移動する
●詳細は国民保護ポータルサイト
（http://www.kokuminhogo.go.jp/）
を確認ください。
■問い合わせ　村総務企画課庶務
財政班（☎42-2111内線166）
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人のうごき
（平成29年9月1日現在）

●人　口　　５，０７３　人　  （－８）

　　男　　　 ２，８７５　人　  （－７）

　　女　　　 ３，０９８　人  　（－１）

●世帯数　　２，１７１世帯　　（±０）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　９　人  　（６５人）

　 転　 出　　　 １１　人  （１１２人）

　 出　 生　　 　　０　人  　（１５人）

　 死　 亡　　　 　６　人  　（６４人）

（カッコ内は１月からの累計）

  多重債務の悩み
出張個別相談会

　専門相談員による多重債務出張
個別相談会を開催します。
■日時　10月19日（木）
　　　　午前11時～午後３時
■場所　村公民館３階会議室
■申込期限　10月 18日（水）正
午まで
■申し込み・問い合わせ　東北財
務局盛岡財務事務所理財課（☎
019-622-1637）

  カシオペア安全安心
ちびっこまつり

■日時　10月18日（水）
　　　　午前10時～正午
■場所　二戸市民文化会館
■内容　近未来警察カシオペアに
よる防犯教室、県警察音楽隊によ
る演奏と交通安全教室など
■問い合わせ　二戸地区防犯協会
連合会事務局（☎43-3110）

  体育センターで
就農相談会開催

　農業に興味・関心のある人を対
象に、知識や技術の習得方法につ
いて説明します。
■日時　10月29日（日）
　　　　午前10時～午後１時
■対象者　新規就農を希望してい
る人、就農研修を希望している人、
農家の後継者など
■場所　村体育センター
■問い合わせ　農林建設課農地農
政班（☎42-2111内線243）

編集後記
◆２㌻から７㌻に伊保内高等学校
郷土芸能委員会の特集を掲載しま
した。ご覧になりましたか。◆悲
願だった全国の舞台へ取材に同
行。熱い思いを全身で表現する演
舞に感動させられました。演技
後に涙ぐむ生徒の表情にも心を
打たれました。生徒や支援して
いる人たちの努力の成果が、少
しでも伝われば幸いです。（下村）

衆議院議員総選挙・最高裁裁判官国民審査

■期間　10月11日（水）～21日（土）
■時間　午前８時30分～午後８時

10月22日（日）
午前７時～午後７時

　第48回衆議院議員総選挙は、10月10日に公示され、10月22 日に投票
が行われます。有権者の皆さんは、棄権することなく自分の判断で責任
ある投票をしましょう。また、同時に最高裁判所裁判官国民審査が行わ
れ、裁判官が職務に適切かどうか、意思表示できます。
　当日に投票できない人は、期日前投票を利用ください。

投票日時

期日前投票
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小
学
校
陸
上
記
録
会

242424

体のバネを上手に使い、軽やかに跳躍する
山下颯也君（戸田小６年）

24

自
分
の
限
界
に
挑
戦

　

村
小
学
校
陸
上
記
録
会
は
９
月

５
日
、
村
総
合
運
動
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
記
録
会
に
は
村
内
５
つ

の
小
学
校
か
ら
１
０
８
人
が
参
加
。

爽
や
か
な
青
空
の
下
、
選
手
た
ち

は
集
ま
っ
た
保
護
者
た
ち
の
声
援

を
受
け
、
最
後
ま
で
全
力
で
競
技

に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

輝
く
陽
光
を
浴
び
な
が
ら
選
手

た
ち
は
、
１
０
０
㍍
走
や
走
り
高

跳
び
な
ど
20
種
目
に
お
い
て
優
勝

を
争
い
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
か

最終種目、各小学校の威信をかけて
代表 4人がバトンをつないだ男子 400 ㍍リレー

ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
は
ジ
ャ
ベ

リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ
に
変
更
。
選

手
た
ち
は
慣
れ
な
い
ボ
ー
ル
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
記
録
を
伸
ば
そ

う
と
精
い
っ
ぱ
い
自
分
の
力
を
出

し
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
仲
間
の
大
き
な

声
援
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
自
身

を
追
い
込
み
、
限
界
に
挑
戦
し
て

い
ま
し
た
。
競
技
の
結
果
、
優
勝

者
と
記
録
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
）

【女子】
種　目 小学校名 学年 氏　名 記　録

100㍍走
伊保内 ４ 井上　芽依 17秒04
長興寺 ５ 荒田　珠夢 14秒93
長興寺 ６ 柴田　結衣 15秒74

200㍍走 長興寺 ５ 中野　結友 34秒28
長興寺 ６ 柴田　萌衣 34秒60

800㍍走 戸　田 ６ 山下　華歩 ２分55秒03
走り高跳び 戸　田 ５ 岩渕　愛海 １ｍ15cm
走り幅跳び 戸　田 ６ 中澤　悠空 ３ｍ23cm
ジャベリックボール投げ 伊保内 ５ 松田　美雅 34ｍ02cm
400㍍
リレー 長興寺 柴田萌衣・荒田珠夢

中野結友・柴田結衣 １分03秒78

しなやかなフォームでジャベリックボールを
投げる松田美雅さん（伊保内小５年）

０．１秒でも記録を縮めようと
自分の限界に挑戦した女子800㍍走

【男子】
種　目 小学校名 学年 氏　名 記　録

100㍍走
江刺家 ４ 石川　涼雅 16秒15
伊保内 ５ 小野家　嵩 15秒24
戸　田 ６ 山下　颯也 15秒12

200㍍走 長興寺 ５ 中村　　蓮 32秒68
山　根 ６ 久保田瑠晟 30秒09

1000㍍走 山　根 ６ 久保田瑠晟 ３分28秒35
走り高跳び 戸　田 ６ 山下　颯也 １ｍ22cm
走り幅跳び 戸　田 ６ 山本　志道 ３ｍ24cm
ジャベリックボール投げ 山　根 ６ 田澤　優成 46ｍ48cm
400㍍
リレー 戸　田 高島一颯・亀梨剛

山下希風・山下颯也 １分03秒56


